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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第23期

第３四半期累計期間
第24期

第３四半期累計期間
第23期

会計期間
自 平成24年９月１日
至 平成25年５月31日

自 平成25年９月１日
至 平成26年５月31日

自 平成24年９月１日
至 平成25年８月31日

売上高 (千円) 12,694,401 13,511,597 16,536,220

経常利益 (千円) 516,181 419,311 558,813

四半期(当期)純利益 (千円) 273,969 208,708 300,468

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 324,530 324,530 324,530

発行済株式総数 (株) 1,265,000 2,530,000 1,265,000

純資産額 (千円) 1,969,238 2,181,917 2,000,974

総資産額 (千円) 8,219,425 9,421,909 8,344,903

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 108.28 82.49 118.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 107.75 81.47 118.16

１株当たり配当額 (円) ― ― 30

自己資本比率 (％) 23.8 22.9 23.8
 

 

回次
第23期

第３四半期会計期間
第24期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成25年３月１日
至 平成25年５月31日

自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 12.47 16.46
 

(注)１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につき

ましては記載しておりません。

　　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３. 持分法を適用した場合の投資利益については、当社の子会社は利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性

の乏しい非連結子会社であること、また、関連会社がないことから記載しておりません。

　　４. 当社は、平成25年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。このため第23期の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期(当期)純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額を算定しております。

 
２ 【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ハピネス・アンド・ディ(E26579)

四半期報告書

 2/16



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)　業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や日銀による金融緩和策により、

景気は回復基調で推移しているものの、為替の影響による輸入物価の上昇、消費税増税に伴う個人消費

の落ち込み懸念等もあり、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

このような状況下、当社は、お客様に感動を与えるプレゼント選びの場を提供する「アニバーサリー

コンセプトショップ」という独自のサービスを基本とし、贈る人のときめきにつながるような魅力ある

商品の拡充と商品鮮度の管理徹底に努めるとともに、お客様が何度でも足を運びたくなるような質の高

い「おもてなしの接客」に努めてまいりました。

商品施策といたしましては、粗利率低下傾向の要因になっていた高額商品への依存を是正するため、

値ごろ感のある価格で粗利率の高い商品の拡充を進めました。また、当社オリジナルブランド商品

（ハッピーキャンドル）については、一層のアイテム増加と定番化への取り組みを行いＭＤ（マーチャ

ンダイジング）の精度向上に努めるとともに、財布・小物類に新シリーズを導入する等の施策によりブ

ランド強化に努めてまいりました。

販売活動の施策といたしましては、新店オープンセールやショッピングセンターのセール企画と連動

した販売促進活動に加えて、客数増加に向けた施策を強化し、新規顧客の開拓と固定客作りに努めてま

いりました。

店舗展開といたしましては、３月に石巻店（宮城県）、和歌山店（和歌山県）、天童店（山形県）の

３店舗を新規出店いたしました。和歌山県、山形県へは当社といたしまして初の出店となります。これ

により、当第３四半期末の店舗数は57店舗となりました。また、直方店（福岡県）、札幌店・釧路店・

帯広店・北見店（北海道４店舗）、新居浜店（愛媛県）、神戸店（兵庫県）の改装を行いました。

商品部門別の売上の状況につきましては、宝飾品は催事開催や店頭ＭＤ・提案販売の強化に努め売上

高2,288,818千円、時計は高額ブランド時計に消費税増税の影響が大きく見られたものの、国産時計は

増税後も堅調に推移し売上高3,361,602千円、バッグ・小物は４月以降低価格商品等の展開を充実させ

売上高7,860,045千円、その他は売上高1,130千円となりました。

３月度は駆け込み需要により売上高、売上総利益ともに前年を大きく上回る結果となりました。４月

度以降においてはその反動がみられたものの、徐々に回復の兆しがみられております。
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(単位：百万円)

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 合計

平成24年８月期

売上高 3,174 5,168 3,589 3,697 15,630

(構成比) (20.3%) (33.1%) (23.0%) (23.6%) (100.0%)

売上総利益 808 1,289 902 876 3,876

(構成比) (20.8%) (33.3%) (23.3%) (22.6%) (100.0%)

平成25年８月期

売上高 3,128 5,519 4,046 3,841 16,536

(構成比) (18.9%) (33.4%) (24.5%) (23.2%) (100.0%)

売上総利益 793 1,378 1,019 941 4,132

(構成比) (19.2%) (33.3%) (24.7%) (22.8%) (100.0%)

平成26年８月期

売上高 3,452 5,792 4,266 ― ―

(構成比) （―) （―） （―） （―） （―）

売上総利益 818 1,411 1,058 ― ―

(構成比)  （―) （―） （―） （―） （―）

　

今後につきましては、引き続き商品価格帯の見直しを図りつつ、オリジナルブランド商品の開発を強

化するとともに、日本に直営店・代理店のない新ブランドを含む新たな商品の取扱いを開始する等の施

策により、収益力の向上に取り組んでまいります。

 
以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高13,511,597千円（前第３四半期累計期間比

6.4％増）、営業利益444,425千円（同18.9％減）、経常利益419,311千円（同18.7％減）、四半期純利

益208,708千円（同23.8％減）となりました。

 
なお、当社の業績は、年末年始商戦、とりわけクリスマス時期を中心とした12月の年末商戦のウエイ

トが高くなっているため、第２四半期に偏重しております。

当社の平成24年８月期（自　平成23年９月１日　至　平成24年８月31日）、平成25年８月期（自　平

成24年９月１日　至　平成25年８月31日）及び平成26年８月期（自　平成25年９月１日　至　平成26年

８月31日）における四半期の売上高及び売上総利益は下記のとおりであります。

 

（注）上記売上高及び売上総利益には、消費税等を含んでおりません。

 
(2)　財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は、7,610,339千円となり、前事業年度末と比較し

て798,528千円増加しております。これは主として、現金及び預金が308,838千円減少したものの、新規

出店等で商品が1,197,844千円増加したことが要因であります。

　

（固定資産）

当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は、1,811,570千円となり、前事業年度末と比較し

て278,477千円増加しております。これは主として、新規出店のため、建物が113,673千円、工具、器具

及び備品が95,841千円、敷金及び保証金が48,420千円増加したことが要因であります。

　

（流動負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は、3,836,533千円となり、前事業年度末と比較し

て532,247千円増加しております。これは主として、支払手形及び買掛金が445,101千円増加したことが

要因であります。

EDINET提出書類

株式会社ハピネス・アンド・ディ(E26579)

四半期報告書

 4/16



　

（固定負債）

当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は、3,403,458千円となり、前事業年度末と比較し

て363,815千円増加しております。これは主として、償還により社債が70,000千円減少したものの、新

規借入れにより長期借入金が225,953千円増加、割賦による新店等の工事費用支払いによりその他が

202,330千円増加したことが要因であります。

　

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、2,181,917千円となり、前事業年度末と比較して

180,943千円増加しております。これは主として、四半期純利益により利益剰余金が170,758千円増加し

たことが要因であります。

 
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,400,000

計 6,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年５月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年７月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,530,000 2,530,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であり
ます。完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら限定の
ない当社における標準とな
る株式であります。

計 2,530,000 2,530,000 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年５月31日 ― 2,530,000 ― 324,530 ― 301,530
 

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成26年２月28日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,529,400 25,294
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であり、単元株式数
は100株であります。

単元未満株式 普通株式　  　600 ― ―

発行済株式総数 2,530,000 ― ―

総株主の議決権 ― 25,294 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ハピネス・アンド・ディ(E26579)

四半期報告書

 7/16



第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成26年３月１日か

ら平成26年５月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年９月１日から平成26年５月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社では、子会社（１社）の資産、売上高、損益及び利益剰余金その他の項目からみて、当企業集団の

財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいため、「四半期連結財務

諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」 (平成19年内閣府令第64号) 第５条第２項により、四半期

連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年８月31日)

当第３四半期会計期間
(平成26年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,681,555 2,372,716

売掛金 1,052,860 931,387

商品 2,856,504 4,054,348

貯蔵品 95,199 93,114

その他 125,690 158,772

流動資産合計 6,811,810 7,610,339

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 452,096 565,769

構築物（純額） 147 37

工具、器具及び備品（純額） 212,713 308,555

リース資産（純額） 10,052 31,919

有形固定資産合計 675,010 906,281

無形固定資産

リース資産 24,106 18,194

その他 16,028 13,148

無形固定資産合計 40,134 31,343

投資その他の資産

敷金及び保証金 451,410 499,830

関係会社株式 88,159 88,159

その他 281,014 288,141

貸倒引当金 △2,636 △2,186

投資その他の資産合計 817,947 873,944

固定資産合計 1,533,092 1,811,570

資産合計 8,344,903 9,421,909
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年８月31日)

当第３四半期会計期間
(平成26年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 1,346,046 ※１ 1,791,148

1年内返済予定の長期借入金 1,264,668 1,372,458

1年内償還予定の社債 247,600 119,500

未払法人税等 125,955 99,177

賞与引当金 66,751 101,377

資産除去債務 2,928 －

その他 250,334 352,872

流動負債合計 3,304,285 3,836,533

固定負債

社債 100,000 30,000

長期借入金 2,808,576 3,034,529

資産除去債務 71,897 77,430

その他 59,169 261,499

固定負債合計 3,039,643 3,403,458

負債合計 6,343,928 7,239,991

純資産の部

株主資本

資本金 324,530 324,530

資本剰余金 311,880 311,880

利益剰余金 1,347,865 1,518,624

株主資本合計 1,984,275 2,155,034

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,233 5,911

評価・換算差額等合計 6,233 5,911

新株予約権 10,465 20,971

純資産合計 2,000,974 2,181,917

負債純資産合計 8,344,903 9,421,909
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
　至 平成25年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年９月１日
　至 平成26年５月31日)

売上高
※１ 12,694,401 ※１ 13,511,597

売上原価 9,502,601 10,222,781

売上総利益 3,191,799 3,288,816

販売費及び一般管理費 2,643,383 2,844,391

営業利益 548,416 444,425

営業外収益

受取利息 688 1,203

受取配当金 346 398

受取手数料 447 509

業務受託料 － 2,530

受取保険金 2,920 2,497

その他 417 1,749

営業外収益合計 4,819 8,889

営業外費用

支払利息 29,276 29,734

社債利息 2,594 1,237

その他 5,183 3,031

営業外費用合計 37,054 34,002

経常利益 516,181 419,311

特別利益

固定資産売却益 － 42

特別利益合計 － 42

特別損失

固定資産廃棄損 5,699 3,852

減損損失 － 7,530

事業譲渡損 － 2,740

特別損失合計 5,699 14,123

税引前四半期純利益 510,481 405,230

法人税、住民税及び事業税 244,286 209,281

法人税等調整額 △7,773 △12,759

法人税等合計 236,512 196,521

四半期純利益 273,969 208,708
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【注記事項】

(追加情報)

法人税等の変更による影響

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平

成26年4月１日以後に開始する事業年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに

伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成26年９月１日に開始す

る事業年度に解消が見込まれる一時差異については、従来の38.0％から35.6％となりました。

この税率変更が四半期財務諸表に与える影響は軽微であります。

 
(四半期貸借対照表関係)

※１　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日及び前事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の四半期

会計期間末日満期手形及び事業年度末日満期手形が、四半期会計期間末残高及び事業年度末残高に含

まれております。

 
 

前事業年度
(平成25年８月31日)

当第３四半期会計期間
(平成26年５月31日)

支払手形 305,897千円 399,046千円
 

 
(四半期損益計算書関係)

※１　売上高の季節的変動

当社の業績は、年末年始商戦、とりわけクリスマス時期を中心とした12月の年末商戦のウエイトが

高くなっているため、第２四半期会計期間に偏重しております。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費も含む。）は、次のとお

りであります。

 
前第３四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
至 平成25年５月31日)

 当第３四半期累計期間
(自 平成25年９月１日
至 平成26年５月31日)

減価償却費 131,201千円 155,189千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成24年９月１日 至 平成25年５月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月29日
定時株主総会

普通株式 31,625 25 平成24年８月31日 平成24年11月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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当第３四半期累計期間(自 平成25年９月１日 至 平成26年５月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月28日
定時株主総会

普通株式 37,950 30 平成25年８月31日 平成25年11月29日 利益剰余金
 

(注）平成25年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割前の実際の配当金を

記載しております。

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社はインポートブランドを中心とした宝飾品、時計及びバッグ・小物等の小売業という単一セグメ

ントであるため記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
至 平成25年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年９月１日
至 平成26年５月31日)

 (1) １株当たり四半期純利益金額 108円28銭 82円49銭

 (算定上の基礎) 　  

   四半期純利益金額(千円) 273,969 208,708

   普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 273,969 208,708

   普通株式の期中平均株式数(株) 2,530,000 2,530,000

 (2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 107円75銭 81円47銭

 (算定上の基礎) 　  

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

　　普通株式増加数(株) 12,474 31,512

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 当社は平成25年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式

分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ハピネス・アンド・ディ(E26579)

四半期報告書

14/16



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人　トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   猪　　瀬　　忠　　彦   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   佐 々 田　　博　　信   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

  
 

平成２６年７月１４日

株式会社ハピネス・アンド・ディ

　　取 　　締　 　役　 　会 　 御中　　　

 

 

 

 
 

 
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ハピネス・アンド・ディの平成２５年９月１日から平成２６年８月３１日までの第２４期事業年度

の第３四半期会計期間（平成２６年３月１日から平成２６年５月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平

成２５年９月１日から平成２６年５月３１日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、

四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハピネス・アンド・ディの平成２６年５月

３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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